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ヴァスバンドゥの現象学

『唯識三十頒』の原典、翻訳、および解 釈

湯 田 豊

序文

ヴ ァスバ ン ドゥ 〔Vasubandhu〕 は、イン ドの大乗仏教の歴史において、

最 も重要な哲学者の ひとりとして知 られ る。我 国において、普通、彼 は、

世親 と呼ばれる。彼の生存年代 は、恐 らく、西暦紀元4世 紀頃であろう。

ヴ ァスバ ン ドゥは偉大 な大乗仏教の哲学者であった。 しか し、同時に、彼

はアビダルマの偉大 な学究で もあった。彼の仏教研究 は、アビダルマの著

作 と共に始 まった。大雑把 に言 えば、仏教の主流 はブッダの教え、および

仏教哲学の4つ の学派か ら成 り立つ。ブ ッダの基本的な教 えのハ ン ドブ ッ

クがアビダルマ 〔Abhidharma〕 である。そ して、4つ の仏教哲学におい

て、サルヴァーステ ィヴァー ダ 〔Sarvastivada、 一切有部〕お よびサ ウ ト

ラー ンテ ィカ 〔Sautrantika、 経量部〕 は小乗仏教に属 し、マディヤマ カ

〔Madhyamaka、 中観〕 とヨーガーチャー ラ 〔Yogacara、 唯識〕は、大乗

仏教哲学の流れを汲んでいる。

最初、サルヴァースティヴァーダのメンバーであったヴァスバ ンドゥは、

この学派の哲学綱要書である 『アビダルマ ・コーシャ』〔Abhidharmakola〕

を書いた。更に、『アビダルマ ・コーシャ』に対す る彼 自身の註釈書 『アビ

ダルマ ・コー シャ ・バーシャ』 〔Abhidharma-kola-bhasya〕 を、彼 は著わ

した。 しか しなが ら、 この註釈書 において、彼は、サルヴ ァースティヴァ
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一 ダの学説 を批判 し
、サ ウ トラー ンティカ学派 に対 して同情的であった。

彼 の 『アビダルマ ・コーシャ ・バーシャ』は、サウ トラー ンティカのパー

スペクティヴか ら書かれている。そして、『アビダルマ ・コーシャ ・バーシ

ャ』 を著わ したあ とで、弟のヴァスバ ンドゥは兄のアサ ンガ 〔Asahga、 無

著〕 と共に、『ヨーガーチャーラ学派』あるいは 『唯識学派』 を創始 した。

唯識論者 として、 ヴァスバ ンドゥは、少な くとも、3つ の主要なテクス

ト、すなわち、ヴィンシャテ ィカー 〔vilp§atika:20の 詩句〕、 トリンシカ

ー 〔Trimsika:30の 詩句〕お よび三性論 〔Trisvabhava〕 の作者 として認

め られている。 これ らのテ クス トのそれぞれ は、"知 覚のみ"、 あるいは

"唯識'と いう哲学思想を展開する
。彼の思想 を理解す る際に決定的なのは、

これ らの短い詩句/カ ーリカーがアビダルマの文脈において理解 されるべ

きであるとい う認識であ る。イン ドにおける仏教哲学の論争は、アビダル

マの文脈において行 なわれた。アビダルマはダルマ とい う現象、あるいは

同 じことだが、瞬間の出来事の古代 イ ンド的な現象学であ る。 ダルマ は、

心理的なプロセスない し精神的な出来事 に還元 される。 これ らの詩句 〔唯

識三十頒〕の中心 的なテーマのひとつは、言 うまで もな く、アビダルマ的

なダルマである。

ドイツの仏教学者、エー リヒ ・フラウヴァルナーは、2人 のヴァスバ ン

ドゥが存在す ると示唆 した 〔1951年 、pp.1-66〕 。フラウヴ ァルナーによ

れば、年上のヴァスバ ン ドゥ 〔アサ ンガの弟。西暦紀元320-380頃 。唯識

論者 ・大乗仏教哲学者〕お よび年下のヴァスバ ン ドゥ 〔アビダルマ ・コー

シャの作者。西暦紀元400-480頃 。小乗仏教徒〕 という2人 のヴァスバ ン

ドゥが存在する。 しか し、 ヴァスバ ンドゥが兄のアサ ンガに影響 され、大

乗仏教に転向 したことは疑 えないであろ う。2人 のヴ ァスバ ン ドゥが存在

した というフラウヴァルナーの仮説は、採用 されるに及ばない。ひ とりの

ヴァスバ ン ドゥが 『アビダルマ ・コーシャ』 を書 き、後 に兄のアサ ンガと
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共 に唯識学派 を創始 した この ように、わた くしは言いたい。アビダル

マ的なヴァスバ ン ドゥの唯識 を、われわれは正 しく評価すべ きである。

第1部=原 典の翻訳

三十頒:30の 詩 句

〔Trimsika-Karika〕

カ　 リ カ 　

詩旬1

〔サ ンスクリット原典〕

atma-dharmopacarohivividhoyahpravartate

vijnana-pariname'sauparinamahsacatridhaIIlII

〔翻訳〕

実に、多様に作動す る自己および事物(1)の比喩 は、

識2)の 転変において 〔生 じる〕。そ して、その転変は3種 類である。

カ　 リ カ　

詩句2

〔サ ン ス ク リ ッ ト原 典 〕

vipakomananakhyas'cavijnaptirvisayasyacal



tatralayakhyamvijnanamvipakahsarva-bijakamII211

〔翻訳 〕

〔行 爲 の〕 成熟3}、 熟 考 ω と称 せ られ る もの 、 お よ び 〔感覚器官 の〕

対 象の知覚 ㈲

それ らの 中で、成熟 は、一切 の種 子 を有す るアー ラヤ{fi)と称 せ られ

る識 で あ る。

カ 　 リカ 　

詩 句3

〔サ ンス ク リ ッ ト原 典 〕

asamviditiakopadi-sohana-vijnaptikamcatatI

sadasparsermanaskara-viisamjna-cetananvitamII311

〔翻 訳 〕

そ して 、 そ れ 〔識 〕 は 、 知 覚 され て い な い もの に しが み つ ぎ7)、

場 所(K}を 知 覚 す る も の で あ る 。

そ れ は 、 常 に 、 接 触 、 精 神 的 な注 意 、 感 覚 、 認 知{9)、 お よ び 意 思

作 用 に よ っ て 伴 わ れ て い る 。

カ　 リ カ　

詩 句4

〔サ ンスクリッ ト原典〕
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upeksavedanatatranivrtakhyakrtamcatat

tathasparsadayastaccavartatesrotasaughavatII411

〔翻訳〕

それ 〔アーラヤ識〕において、その感覚 は無関心(io)である。そ して、

それは 〔汚れによって覆われず、 〔善 あるいは悪 と〕定め られて、

いない。

接触 なども同様であ る。そ して、それ 〔アー ラヤ識〕は、川の急流

のように 〔絶 えず〕展開する。

5寄一土寸
力
一言
口

〔サ ンスクリット原典〕

tasyavyavrttirarhatve(1且>tad-asrityapravartatel

tad-alambarpmanonamavij負anarpmananatmakamll511

〔翻訳〕

それ 〔アーラヤ識〕の消滅は、聖者 〔阿羅漢〕の状態において

〔生 じる〕。それに基づいて作動するのが、

それ 〔アーラヤ識〕 を認識の対象 とし、熟考すること 〔思量〕を

本質 とする、思考 と称せ られる識12)で ある。



6
か
句

一
土
寸

力

量
ロ

〔サ ンスクリット原典〕

klesaiscaturbhihsahita叩nivrtavya.krtaihsadal

atma.d購y・atma.mohatma-manatma.sneha.sarpj5itai勾11611

〔翻訳〕

〔汚れによって〕覆われ、〔善あるいは悪 と〕定め られていない、

4つ の苦悩/煩 悩によって、それは常に伴われている。

〔自己は存在す るとい う〕 自己に関す る見解、 自己に関す る惑わ し、

自己に関す る高慢、 自己に関する愛着 と名づけられるものと

〔それは、常 に結び付けちれている〕。

7
力
句
一
土
寸

力
量
ロ

〔サ ンスクリッ ト原典〕

yatrajastanmayairanyaihsparsadyaiscarhatonatatl

nanirodha-samapattaumergelokottarenacaII711

〔翻訳〕

それが生まれるところはどこで も、それか ら成る他のものによって、

そ して接触 などによって 〔思考 と称せ られる識 は伴われているが〕、
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そ れは聖者 〔阿羅漢〕において存在 しない。

〔感覚 と認知の〕止滅の達成において、そ して出世間的な道に

おいて 〔それは存在〕 しない。

8
力
句
一
土
寸

力

き
ロ

〔サ ンス クリッ ト原典 〕

dvitfya勾paripamo'yarptrtiyah§ad-vidhasyay訓

visayasyopaiabdhihsakusalakusaladvayal

〔翻訳〕

これが、第2の 転 変 で あ る。 第3〔 の転 変 〕は6種 類 の

〔感 覚 器 官 の〕 対 象 の知 覚(13)で あ る。 そ れ は、 善/メ リ ッ トの あ る

もの 、悪/メ リ ッ トの な い もの、 あ るい は、 〔双方 の〕 いず れで も

ない もの(14)であ る。

9
ガ
句

一
土
寸

丸

言
口

〔サ ンスクリット原典〕

sarvatra-gainviniyataihkusalaiscaitasair(15)asaui

sa叩prayuktatathakleSairupakleSaistrivedanall911

〔翻訳〕
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それは、至 るところに行 き渡っている心的要因(11i)、特 に定め られて

いるもの、メリッ トのあるもの、

苦悩/煩 悩お よび副次的苦悩/煩 悩と結 び付けられてい る。それは

3種 類の感覚㈱ を有する。

カ 　 リカ 　

詩句10

〔サンスクリット原典〕

adyahsparsadayaschandadhimoksa-smrtayahsahal

samadhi-dhibhya叩niyatab6raddhathah直rapatrapallou

最初のもの(18)は接触 などである。特 に定め られたものは、欲求、

確信、記 憶である、

『三昧/精 神集中、英知 と共 に。信頼す ること、それか ら、恥 じる

こと、非難を恐れること、

カ 　 リカ 　

詩句11

〔サ ンスクリット原典〕

alobhaditraya叩viryarpPra6rabdhi勾sapramadikal

ahirpsahu$alahhle6aragapratigha.m耐hayaりlillll

〔翻訳〕
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貧欲のない状態 か ら始 まる3つ(19)、 エ ネルギー、静穏、用心深 さ、

傷つけないこと/不 殺生が、〔メリットのある心的要因である〕。

煩 悩/煩 悩は、貧欲、嫌悪i、惑わ し、

カド リ カ　

詩句12

〔サ ンス クリ ッ ト原典 〕

mana.drg・vicikitsaざcakrodhopanahanepuna垣i

mrak婁a毎prada6air§yathamatsaryarpsahamayayali

〔翻訳〕

高慢、〔誤った〕見解、お よび疑惑、更に、怒 りと恨み、
りん し ょ く

隠蔽/偽 善、罵倒、嫉妬、欺隔 と共に吝薔、

3
一
-
効
句
ガ
詩

〔サ ンスクリット原典〕

6athyarpmado'vihirpsa伽),hriratrapastyanamuddhava耳l

a6raddhyarpathakau6玉dyampramadomu§itasmrti勾ll13[1

〔翻訳〕

おご

好智、驕 り、 〔生 き物 に〕危害を加 えること、恥知 らず、 〔世間の〕



非 難 を恐 れ ない こ と、ぼんや りしてい る状態 ⑳、興('L'L)、

信 頼 しな い こ と、 そ れ か ら怠 惰 、不注意、忘 れっぽ さ、

カ 　 リカ 　

詩句14

〔サ ンス クリット原典〕

viksepo'samprajanyamcakaukrtyammiddhamevacaI

vitarkascavicarascetyupaklesadvayedvidhaII1411

〔翻訳〕

散乱、無理解、後悔、そ して、まさに、まどろみ⑳、

推測 と検討 〔これらは皆〕副次的苦悩/煩 悩である。

〔最後の〕2つ の1対 ⑳ は2種 類である。

5
一
-
肋句か詩

〔サ ンス クリッ ト原典〕

pancanammulavijnaneyatha-pratyayamudbhavahl

vij爵anarpsahanavatarahgapa叩yathajadell1511

〔翻訳〕

〔アー ラヤ識 と名づけ られる〕根本 の識 において、5つ の識 ㈲が
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縁/諸 条件 ㈱)に従って現われる、

〔すべて〕一緒に、あるいは一緒 でな く。水中のもろ もろの波の

ように。

カ-,jカ 　

詩 句16

〔サ ン ス ク リ ッ ト原 典 〕

mano-vijnana-sambhutihsarvadasamjnikadrtei

samapatti-dvayanmiddhanmurchanadapyacittakatII1611

〔翻 訳 〕

マ ナ ス

思 考に よる識 ⑳ は、常 に起 こる、非認知 の状態 ⑫8)を除 い て。

あ るい は2つ の 達成 ⑳、 ま どろみ(3U)、あ る い はチ ッ タ を欠 く⑳

気 絶 を除 いて。

カ　 リ カ　

詩 句17

〔サ ンス ク リ ッ ト原 典 〕

vijiana-pariηamo'yamvikalpoyadvikalpyatel

tenatannastitenedamsarvamvijnaptimatrakam}11711

〔翻 訳 〕

識のこの転変は、想像/識 別することである。それによって想像/



識別されるもの、

それは、存在 しない。それゆえに、 この一切 は知覚 のみ(32)/唯 識

である。

カ　 リカ 　

詩 句18

〔サ ンス ク リ ッ ト原 典 〕

sarva.b巧a叩hivij五anarpparipamastathatathal

yatyanyonya-vasadyenavikalpahsasajayatell1811

〔翻 訳 〕

実 に、 識 は、 一切 の 種 子 である(:i:i)。〔識 の 〕転 変 は、 これ これ の

仕 方 で、

相互の影響 に従 って起 こる。それ に よって、あれ これ想像 す る/

識 別 す る こ とが 生 じる。

カ 　 サ カ ド

詩 句19

〔サ ンス ク リ ッ ト原 典 〕

karmanovasanagraha-dvayavasanayasahal

ksinepurva-vipake'nyad-vipakamjanayantitatu

〔翻 訳 〕
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カルマ ン/行 為 を残留 している印象3重)は、2重 の把握 ㈱ を残留

している印象 と共に、

以前の 〔カルマ ン/行 為〕の成熟 〔=報 復〕が尽 きた時に、他の

成熟 〔e報 復〕を生 じさせ る。

カ 　 リ カに

詩句20

〔サ ンス ク リッ ト原典〕

yenayenavikalpenayadyadvastuvikalpyatel

parikalpitaevasausvabhavonasavidyatell

〔翻訳〕

あれこれ想像/識 別することによって、あれこれという事物が

想像/識 別 される。

そ れ 〔その事物〕 は、 まさに想像/識 別 されてい るのであって、

〔それには〕本来の性質/自 性は存在 していないG;sl。

カ 　 リ カ　

詩句21

〔サ ンスクリッ ト原典〕

paratantra-svabhavastuvikalpahPratyayodbhavaねl

nispannastasyapurvenasadarahitatatoyaII2111

〔翻訳〕



しか し、他 に依存 している本来の性質/自 性 は、縁/諸 条件か ら

生 じる想像/識 別(37)である。

他方、完成 された本来の性質/自 性(3呂)は、それ 〔他 に依存 してい

る本来の性質〕が以前の もの 〔想像/識 別 されている本来の性質

/自 性〕か ら常に分離されている状態である(39)。

カ 　 リ カ　

詩句22

〔サ ンスクリッ ト原典〕

ataevasanaivanyonananyahparatantratah

anityatadivadvacyonadrste'sminsadrsyateII2211

〔翻訳〕

まさに、 この理由か ら、それ 〔完成 された本来の性質/自 性〕 は、

他に依存 しているもの 〔それの本来の性 質/自 性〕 と異 なっている

のでもなければ、 〔それ と〕異なっていないものでもない。

それは、無常であることなどのようである、 と言われるべ きなので

ある。 これ 〔完成 された本来の性質/自 性〕が見 られていない時に

は、それ 〔他に依存 している本来の性質/自 性〕は見 られない㈲。

カ 　 リカ 　

詩句23

〔サ ンスクリット原典〕



ヴァスバ ンドゥの現象学87

trividhasyasvabhavasyatrividhamnihsvabhavataml

samdhayasarva-dharmanamdesitanihsvabhavatal2311

〔翻訳〕

3種 類の本来の性質/自 性に3種 類の本来の性質/自 性が欠けて

いること

に関して、すべての事物に本来の性質/自 性の欠けていることが

説かれた。

カ　 リ カ　

詩句24

〔サ ンス クリ ッ ト原典〕

prathamolaksanenaivanihsvabhavo'parahpunabI

nasvayambhavaetasyetiaparanihsvabhavataIl2411

〔翻訳〕

最初のもの 〔想像/識 別されている本来の性質/自 性〕は、まさに、

定義/特 徴によって本来の性質/自 性を有していない。更に、他の

もの 〔他に依存 している本来の性質/自 性〕は、

これによってみずから存在することはない、と言われる。他のもの

〔完成された本来的な性質/自 性〕は、本来的な性質/自 性 を欠い

ている㈲。
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カ　 リ カ　

詩句25

〔サ ンスクリット原典〕

dharmanamparamarthascasayatastathatapisahl

sarvakalamtathabhavatsaivavijnaptimatrataII2511

〔翻訳〕

それは、 もろもろの事物の最高の指示対象 〔artha〕であ り、

そ して、それゆえに、それは、そのようである状態(42で もある。

それは、いつ も、そのようであるがゆえに。 まさに、それは

唯識/知 覚のみである。

カ 　 リカ 　

詩句26

〔サ ンス クリット原典〕

yavadvijnaptimatratvevijnanamnavatisthatel

graha-dvayasyanusayastavannavinivartateII2611

〔翻訳〕

唯識/知 覚のみの状態 に人が留 まらない限 り、

その限 り、2重 の把握(43>の残留(94)は消滅 しない。
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カ ド リ カ　

詩句27

〔サ ンスクリッ ト原典〕

v恥aptimatramevedamityapihyupalambhatah[

sthapayannagratahkirpcittanmatrenavati嘆hatell271i

〔翻訳〕

「これは、 まさに、知覚 のみである」 と、 この ように、 まことに、

知覚す ることか らも、

何かあるものを 〔自分の〕前 に置いているので、彼 は"こ れだけ"

〔知覚のみ〕に留 まることはない。

カ　 リ カ　

詩句28

〔サ ンス クリッ ト原典〕

yada(45)alambanamvijnanamnaivopalambhatetadal

sthitamvijnanamatratvegrahyabhavetad-agrahatII2811

〔翻訳〕

〔しかし〕、識が認識の対象を知覚しない時には、その時には

それは知覚のみの状態に位置している。把握されるべきものが

存在しない時には、それの把握は存在しないがゆえに。
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カ　 リ カ　

詩句29

〔サンスクリット原典〕

acitto'nupalambhoもauj丘ana叩lokottara叩catatl

asrayasyaparavrttirdvidhadausthulya-hanitahII

〔翻訳〕

それはチ ッタを有 しない(9fi)、知覚 を有 しない。そ して、それは、出

世 間的な知識 ㈲ である。

それは拠 り所 〔アー ラヤ識〕 における変革 ㈱ であ り、それは2重

の邪悪/精 神的な堕落 ㈲ の除去 によって 〔起 こる〕。

y
カ　 リ カ　

詩句30

〔サ ンスクリッ ト原典〕

saevanasravodhaturacintyahku合alodhruvahl

sukhovimuktikayo'saudharmakhyo'yammahamunehII301{

〔翻訳〕

まさに、 それは汚 されてい ない領域、す なわち、考 え られ得 ない

もの、 メリ ッ トのある もの、持続 してい るもの(50)、



ヴァスバンドゥの現象学 91

この上な く幸せなものである。 これが、偉大 な賢者/ブ ッダの法身

㈲ と呼ばれる
、あの解脱身(JZ)である。

〔註〕

(1)"事 物"と 、わた くしに よって訳 され た原語 はdharma。 ダルマは現象 界を集合的 に構i成す る

個 々の要素 。 それ は、 この文 脈 におい て"出 来 事"あ るい は経 験の要 因 と訳す こ とも可 。

ダルマ とい う語 によって示唆 され るの は、"現 象"な い し瞬 間的 な出来事で ある。

(2)原 語 はvij飴na。 このvijianaはvijnaptiの 同義 語 。 この 箇所 にお け るvij飴naは"意 識"

〔consciousness〕 と訳 され るであ ろ う。 け れ ども、 『唯 識三 十頒 』 にお いて は、mano-

vijnanaの 漢訳が"意 識'で あ るため、わた くしは"意 識"と い う訳語 を故意に避 けた。

(3)Vipakaは 実 質的 に"報 復"、"応 報"。

(4)Mananaは 、絶 えず熟慮/熟 考 する こと。

(5)〔 感覚器官の〕対象 の知覚 は、6種 類の経験 的ない し感覚的意識 〔=u。 成熟、熟考、お よ

び対象 の知覚/識 が、3種 類 の"転 の転変"と 名づ け られる。

(6)ア ー ラヤ 〔alaya〕識 における"ア ー ラヤ"は 、"貯 蔵所"、"蔵"な どを意味す る言葉。 この

詩句 において、 ア ー ラヤ識 は、"成 熟 しつ つあ る識"と して理 解 され る。 そ して、成 熟 し

つつあ る識は、一切の種 子 を有する、あ るいは一切 の ものの識であ ると言われ る。

(7)"知 覚 されてい ない もの に しが みつ き"と い う訳 語の オ リジナルは、asamviditaka-upadiで

あ る。 ステ ィラマ テ ィはupadiをupadanaと して解釈。 しか し、玄　 はupadiを 執受 と漢訳

してい る。玄突 に よれば、upadiは"保 持 し、受 け取 る"こ とであろ う。執受 は"専 有す る"

〔appropriate〕 と訳 され るであろ うか?ア ー ラヤ識 桝 呆持 し、受 け取 る ものの1つ が種 子。

(8)ア0ラ ヤ識 の"場 所"は 外界。 それ は生 き物 を支 える場所。

(9)Samjnaを 、 われわれは知覚 ない し観念 と訳 して もよいか も知れ ない。

(10)感 覚 は喜んで もい なければ、悲 しんで もいない。感覚 は快 的で もなければ、不 快で もない。

それは、喜 びや悲 しみ に対 して無関心であ るが ゆえに冷静 であ る。

(11)あ るいはarhattve。

(12)Manonamav櫛anaはmano-vij酷naと 区別 され る。両者 は異 なる。Man(wijianaに つ い

カ　 リカ 　

ては、詩句16参 照。
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(13)6種 類の 〔感覚器官の〕対象の知覚 と名づけられるのは、それぞれ、眼、耳、鼻、舌、身
マ ナx

体、および思考の知覚/識 である。眼など6種 類の感覚器官の対象は、それぞれ、形態/
ダ ル マ

色 、音声/声 、 香 り/香 、味 、感触/触 、お よび 事物 〔指示 対象〕 で あ る。眼 、耳 、鼻、

舌、 および身体 の知覚 〔視覚、聴覚 、嗅覚、味覚、お よび触 覚〕5つ の知覚/5識 一一

は、 漢訳 にお いて、そ れぞれ、眼識 、耳識、鼻識、舌識 、お よび身識 と呼 ばれ る。そ して、

第6の 知覚一manov櫛anaは"意 謝 と漢訳 される。Mano-vijnanaは 、第6の 感覚

器官/第6感 で ある。それ は思考の知覚/識 、すなわ ち、思考 による知覚/識 であ る。

(14)Advayaは 、古 典サ ンス ク リッ トにお いてu第2の もの を有 しない"と い う意味。 しか し、

この語 は、 ここで は"定 め られ てい ない"〔avyakrta〕 とい うほ どの意味。

(15)Cetasairと い う読み方 もあ る。

(16)接 触 、精 神 的な注意 、感覚、認 知、お よび意思作用 〔詩句3参 照〕。 これ らの心 的要 因 は、

識/知 覚 のあ らゆる瞬間/刹 那 に存在 してい る。

(17)あ るいは感精 。

(18)最 初 の心 的要 因。

(19)貧 欲 〔raga)、 怒 り/憎 悪 〔dosa〕 お よび惑 わ し 〔moha〕 は、テー ラヴ ァー ダ仏教 におい

て根 本悪 と見な されて いる 〔『デ ィー ガー一・ニカーヤ』16、4、43参 照〕。 ヴ ァスバ ン ドゥ

は、テー ラヴ ァー ダの根 本悪 を考慮 に入 れて、 「非貧欲か ら始 まる3つ 」 と言ったのであ ろ

う。 この3つ と言われ るのは、非貧欲 〔alobha〕、怒 らない こと/憎 まない こ と 〔advesa〕、

お よび惑 わ されな いこ と 〔amoha〕 で ある。 「非貧欲か ら始 まる3つ 」 を、玄　 は 「無貧等

三根 」 と漢訳 して いる。 しか し、 「三根」 〔3つ のルー ツ〕 とい う表現 は、 詩句11の 中 に見

い出 されない。

(20)わ た くしはvihimsaと 読 む。

こん じん

(21)玄 癸 は、styanaを 悟 沈 と漢訳。

(22)あ るいは"落 ち着 きのない状態"。

(23)パ ラマー ル タ 〔真 諦〕 はmiddhaを"睡 眠"と 漢訳。 わた くしは、middhaを 眠 る前の う と

うと している状態 と解釈 。

(24)最 後の2つ の1対 は、後悔/ま どろみ、 および、推測/検 討であ る。

(25)5識 につ いては、註(13)参 照。

(26)精 神的な活動 〔manaskara〕 、感覚器 官Ondriya〕 お よび 〔感覚 器官の〕対象 。

(27)第6識 である思 考器 官に よる知覚。事物 〔ダルマ〕 を知覚す る精神的知覚。
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(28)あ るいは、無意識 の状態。

(29)非 認知 の達 成、 お よび感覚 と認知の止滅の達成。

(30)玄 突 は、middhaを"睡 眠"と 漢訳 している。 それは精神 的活動 を欠いている。

(31)Acittakaは 、知覚の ない、あ るいは精神 的活動 を欠 く、 とい うほ どの意味。

(32)識 の転 変 によって想像 され る もの/識 別 され る ものは存在 しない。 あるいは同 じことだが、

識 の転 変 は存 在 しない。 われわ れに よって知 られ るの は、"知 覚 のみ"/"唯 識"〔vijiap-

timatrata)で あ る。 実 際 に存 在 す る の は、想 像 されて い ない/識 別 され てい な い知 覚

のみ/唯 識であ る。唯識 は、存 在 とい うよ りも、む しろ瞬間的な出来事。

(33)ス テ ィラマ テ ィの註釈 に従 って、vijnanaを アーラヤ識で ある と解釈 すれ ば、われ われ は、

この ように翻訳 出来る。アー ラヤ識 は一切の種子であ るか らで ある。 しか し、sarva-bijaと

い う文句 を、 われわ れは"一 切 の種 子 を含む"と 訳 して もよい。文法 的 には、 いずれ の訳

も可能であ る。

(34)玄 　 は、vasanaを"習 気"と 漢訳。 ヴ ァーサナー は、 一般に"習 気"、M習"な どと訳 さ

れ る。 ヴ ァーサ ナー は、 カルマ ン.・前世 の行為 に よって アー ラヤ識 に蓄積 され た、潜在 的

エ ネルギー、あ るい は習慣 的 な性 向。

(35)二 重 の把 握 とは、把 握者/能 取 〔grahaka〕 お よび把 握 され るべ きもの/所 取 〔grahya〕

の こ と。知 覚 してい る主体 〔自己〕 お よび知覚 されてい る対象 〔事物〕 の二重性 それ

が、2重 の把 握。2重 の把握 は、2重 の執着/専 有。

(36)想 像 されている本来の 性質/遍 計所執 自性 〔parikalpita-svabhava〕 それ 自体 は存 在 しない。

(37)諸 条件 か ら生 じる、想像/識 別 す る とい う行為 そ れが、他 に依 存 してい る本 来 の性

質/依 他起 自性 〔paratantra-svabhava〕 の本質であ る。 それはpratityasamutpada、 す な

わち、制約 されてい る生起/依 存 してい る生起 であ る。

(38)完 成 された本 来の 性質/円 成 実 自性 〔parinispanna-svabhava〕 は、一切 の事 物 〔dharma〕

の完成 された性質である。

カ　 リカロ

(39)詩 句20-22に 簡明に述べられている、3つ の本来の性 質に関する説/三 性説は、カーリカ

ー21に 基本的なパターンを見い出す。ヴァスバ ンドゥにとって、parinispannaに よって意

味 されるのは、paratantraに おけるparikalpitaの 欠如である。玄　の円成実の解釈は、ヴ

ァスバ ン ドゥの考えと合致する一 「円成実於彼 常遠離前性」。他に依存 している本来の

性 質 一想像 されている本来の性 質=完 成 された本来の性 質 これが、3つ の本来の性

質/三 自性の公式である。
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(40)し か し、最初に、人が他に依存 している自性 を見なければ、完成 された自性は見 られない

であろう。玄　一一非不見此彼。"此"はparatantra、"彼"はparinispanna。

(41)完 成 された本来の性質/円 成実 自性 は、まさに他に依存 している本来の性質/依 他起 自性

の本質である。それゆえに、完成された自性 は、それ自身の自性 を欠いている。それは、

他に依存 している自性の中に、想像 されている自性が欠けていることを意味す る。それは

何かあるものの存在を示すことはない。それは自性の欠如、すなわち、空性を示唆する。

(42)玄 業は、tathataを"真 如"と漢訳。"真如"は、"真に〔その〕ようであること"というほどの意味。

他に依存 している自性に想像 されている自性が欠けている状態一一それが、その ようであ

る状態である。そ して、それの究極の意味における、依存 している自性の知覚が、 まさに

"知覚のみ"
、"唯識'〔vijnaptimatrata〕である。Vijnaptiに よって意味 されるのは、識ないし

知覚の"現象"であ り、"知覚のみ"、"唯 識'は、瞬間的/刹 那的な精神的行為から成 り立つ。

それは、"唯識'あるいは"唯心"を本質 とする超越的な実在/真 如を意味 しない。

(43)註(35)参 照。玄　は"随 眠"と 漢訳。

(44)生 得の性向、潜在的性向と訳されることもある。

(45)Yadaの 次にtv〔tu〕 を挿入。

(46)チ ッタを、わた くしは実体 としての"心"で はなく、"知覚"、あるいは"識"と 見な したい。

(47)日 常生活において得 られない知識b

(48)Paravrttiは 変革ない し転換。「トリンシカー/三 十類の場合には、paravrttiあ るいは"転 換

すること"は 、vij飴naか らprajnaへ の変換 を意味するように思われる」 この ように、

ある仏教学者は言う 〔ラス トハウス、2002年 、317頁 、 トリンシカーに対する註94〕。

(49)情 動の障害/汚 れ〔klesavarana煩 悩障〕および知力の障害/汚 れ(jneyavarana:所 知障〕。

(50)ス ティラマティは、dhruvaに ついて「それが不滅であることによって永遠であるがゆえに」

と註釈 している。"持続 しているもの"というのは、要するに、"持続 している領域'の ことで

ある。拠 り所/ア ーラヤ識における変革の果実は、考えられ得ない領域、メリッ トのある

領域、持続 している領域、 この上なく幸せな領域である。 このような4つ の領域 によって

意味されるのは、恐 らく、浬葉 〔nirvana〕であろう。

(51)汚 されていない領域がブッダの法身、すなわち、彼の真のエッセンス。

(52)苦 しみ と再生/輪 廻から解放されているがゆえに、ブッダはu解脱身"と呼ばれるのであろう。



ヴァスバ ンドゥの現象学95

第2部=解 釈

ヴァスバ ン ドゥの 『唯識三十頒』は極めて簡潔である。それにもかかわ

らず、 この作品は円熟 している。「三十頒」 において最初に現 われるのは、

"知 覚 のみ"/"唯 識"の コ ンセ プ トで はな く
、"識 の転変"〔vij酷na-

parinama〕 のそれである。識の最初の転変は、 アーラヤ識 と名づけられる

根本的な識/知 覚である。アーラヤ識/知 覚がマナナ/マ ナス 〔熟考/思

考〕および6つ の識 〔知覚 見ること、聞 くことな どとい う5つ の識/知

覚、お よび 思考の意識/知 覚/mano-vij齎na〕 へ展 開す る。 アー ラヤ識、

マナナ/マ ナス、お よび6つ の識/知 覚一8つ の識/知 覚一 は、拠 り所に

おける変革/転 換 によって滅せ られる。別言すれば、拠 り所/ア ーラヤ識

における過去の行為の種子が絶滅す る。アーラヤ識が止滅すれば、 もはや、

識の転変は存在 しない。その場合には、 この0切 は知覚のみ/唯 識である。

外界は、識/知 覚の投影に他ならない。「三十頒」 において、ヴァスバ ン ド

ゥは外界の事物 の知覚 を説いた。われわれ人間は、知覚/識 の範囲内での

み、外界の事物 に気づ く この ようにヴ ァスバ ン ドゥは考 えたに相違

ない。

(t)識 の転変

ヴァスバ ン ドゥは、「三十頒」の冒頭 において、識の転変について論 じて

いる。詩句1に おいて、彼は自己 〔atmam〕 お よびダルマ 〔dharma〕 の

存在 を否定する。 自己お よびダルマ 〔現象/瞬 間的な出来事〕は、 ヴァス

バ ン ドゥによれば、単なる比喩 〔upacara〕 に過 ぎない。 自己、お よびダ

ルマ/事 物 は存在 しない。双方 とも"唯 識/知 覚のみ"の 比喩である。"唯

識/知 覚のみ"は 瞬間的/刹 那的であ り、あ らゆる瞬間/刹 那に生み出さ
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れる。その ような識/知 覚のみが"転 変す る"と 、 この ようにヴァスバ ン

ドゥは考えたのである。

しか しなが ら、"識/知 覚 のみnの"転 変"は 、結局、妄想に過 ぎない。

それ は夢、あるいは幻覚、幻影に他ならない。識の転変、す なわち、 この

一切 は存在 しない。 このような前提 に立脚 して、ヴァスバ ンドゥは 「その

転変は3種 類である」 〔詩句1〕 と述べている。詩句2に おいて、ヴァスバ

ン ドゥは3種 類 の転変を扱 う。3種 類の転変 とは、アーラヤ識、マナナ/

マナス、および 〔感覚器官の〕対象の知覚である。アーラヤ識 は、一切 の

種子 を含む成熟 であ り、過去の行為の種子 を貯蔵する識/知 覚である。 し

か し、仏教において、 カルマ ン 〔行爲〕は行爲その ものではな く、行爲へ

の意図あるいは意図的な行爲 を意味する。そ して、 カルマ ンの法則によれ

ば、人間の行爲 を支配す るのは報復の原理である。それゆえに、アーラヤ

識によって示唆 される 〔行爲の〕成熟は、疑いもな く、報復を意味する。

アーラヤ識によって"報 復"が 意味 されるとすれば、アーラヤ識 を生 じ

させ るカルマ ン 〔行爲/行 爲への意図〕 は絶滅 されるはずである。それゆ

えに、ヴァスバ ンドゥは次のよう言 う 「それ 〔アーラヤ識〕の消滅 は、

聖者 〔阿羅漢〕の状態において 〔生 じる〕」 〔詩句5〕 。苦 悩/煩 悩の障害が

完全に取 り除かれる聖者の状態 において、アーラヤ識 とい う、いわば、川

の急流は止滅す る。第1の 転変であるアーラヤ識が止滅す る時に、 アー ラ

ヤ識 を認識の対象 とし、 自我 の機能を構 成す るマナナ 〔熟考す ること〕 を

本質とする汚れているマナス/思 考 も、聖者 〔阿羅漢〕の状態 においては

存在 しない 〔詩句2-7〕 。マナナ/マ ナスは第2の 転変である。

詩句8に おいて扱 われているの は、第3の 転変、す なわち、6種 類の

〔感覚器官の〕対象の知覚である。そ して、 ヴァスバ ンドゥは詩句9に おい

て心 的要 因 〔caitasa〕を分類す る。詩句10-14に は、人間の経験 と直接

関係のある、6つ の識/知 覚の多 くの心的要因が挙 げられてい る。それ ら
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の詩句には、人間心理の現象学が見い出 される。詩句15に おいて、アーラ

ヤ識 とい う名の識において、「5つ の識が縁/諸 条件に従 って現 われる」 こ

とが述べ られる。成熟 した種子に依存 して、 目、耳、鼻、舌、お よび身体

の識/知 覚が現われる。根本的な識/知 覚における種子の現存 に依存 して、

5つ の識/知 覚が現われる。詩句16に は、思考による識、お よび5つ の識

の止滅がスケ ッチ されているように思われる。6つ の識/知 覚の止滅 を、

ヴァスバ ン ドゥは高 く評価 したに違いない。

識の第1の 転変が アー ラヤ識、第2の 転変がマナナ/思 考の識、第3の

転変が6つ の識/知 覚であ る。そ して、アーラヤ識が止滅すれば、マナ

ナ/思 考の識 ない し6つ の識 も止滅する。 アーラヤ識 は0切 の行爲の種子

を含む"成 熟"で あるゆえ、それ を止滅 させ るためには、われわれは報復

か ら解放 されねばならない。 しか しなが ら、8つ の識は、本来、存在 しな

い。識の転変は"唯 識"の 比喩に過 ぎない。

(2)唯 識/知 覚のみ

詩句17に おいて、われわれは"想 像"な い し"識 別"〔vikalpa〕 、"知 覚

のみ"/"唯 識"〔vi抑apti-matra〕 とい う2つ の コンセプ トを見い出す。

この詩句 において、識の転変 は想像/識 別、あるいは想像/識 別すること

である。そ して、 この転変 によって、想像/識 別 され るもの、すなわち、

自己お よび事物 は存在 しない。 自己お よび事物 は存在 しないゆえ 「この一

切 は知覚のみ/唯 識である」 ということにならざるを得 ない。 ヴァスバ ン

ドゥによれば、唯識/知 覚のみの"現 象"、 あるいは唯識/知 覚のみに対す

る`顕 現"が 、われわれに知 らされるのである。唯識/知 覚のみは、心的

要因の投影 として理解されるであろう。

しか し、識/知 覚 のみの中か ら外界 は現 われ ない。一切の種子 であ る
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識/知 覚 を想定す ることによって、識の転変が可能になる。一切の種子で

ある識一 一それはアーラヤ識である。アーラヤ識を始め とする8つ の識の

相互の影響に従 って、「あれ これ想像/識 別す ることが生 じる」 〔詩句18〕。

詩句19に おいて扱 われているのは、 ヴァーサナー 〔vasana〕 である。ヴァ

ーサナーは、アー ラヤ識に蓄積 された潜在的なエネルギーない し習慣的な
ア　 トマ ン

性 向である。行爲のヴァーサナーは、把握者/能 取 〔自己〕、および把握
ダ ル マ

されるべ きもの/所 取 〔事物〕のヴァーサナーと共に、以前のカルマン/

行爲の成熟/報 復が尽 きた時に、人が再生する時点において、報復という

果実/結 果を生 じさせる。果実/結 果を生 じさせる種子が、ヴァーサナー

と名づけられる。カルマンの法則は報復に基づいている。

一切の種子であるアーラヤ識は、まさに種子であるがゆえに、あるいは

種子を含むがゆえに、終局的に絶滅されねばならない。アーラヤ識が止滅

しない限 り、識の転変は止滅 しない。そして、識によって想像/識 別され
ゆえん

た事物は存在 しない。「この一切は唯識である」 と言われる所以である。

(3)3つ の本来の性質/三 自性

「唯識三十頒」の詩句20-22に おいて、ヴァスバ ン ドゥは3つ の本来の

性 質/三 自性 〔tri-svabhava〕 について簡明に述べている。そ して、詩句
くう

23-25に おいて、彼 は3つ の本来の性質/三 自性 を空の視点か ら考察する。

3つ の本来の性質は、大乗仏教の ヨーガーチ ャーラ学派 における中心的な

テーマである。ヴァスバ ン ドゥの3つ の本来の性質を理解す るために、わ

れわれはアラン ・スポンバーグ 〔1982年 〕によって提示された 「3つ の性

質の解釈学の枢軸のモデル」および 「3つ の性質の解釈学の漸進的モデル」

に言及 しなければならない。人間の現象 的な存在の相関関係の3つ の局面

の中で最 も主要なのは、スポンバーグの 「枢軸のモデル」 〔100--101頁 〕
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によれば、〔他に〕依存 している特性あるいは性質である。その次に来るの

は、 〔他に〕依存 している現象的な存在 を具象化する局面、すなわち、想像

的 な特性あるいは性 質であ る。最後に来るのは、存在の 〔他に〕依存する

現象性 を見る局面である。「依存 しているもののこの枢軸の役割が、古典的

なヨーガーチ ャー ラにおける三 自性説の最 も独特 な特徴である」 〔100頁〕

と、 このようにスポンバーグは言 う。「三 自性の解釈学の漸進的なモデル」

は、東アジアにおいて理解 されているものである。「依存 しているものが、

普通、枢軸のモデルの場合 に最初に論 じられているのに対 して、漸進的な

モデルに従 っている諸解釈 は、いつ も決まって想像 的な ものか ら始 ま り、

それか ら 〔他 に〕依存 しているものへ前進 し、そ して完成 された ものと共

にクライマ ックスに達する」 〔101頁〕 このように彼は言 う。彼は次の

ように続 ける 「目標 は、それか ら因習的な存在の、あの依存 している

ものを通 って動 き、最後に、依存 しているものの無常のかなたに0切 の事

物の純粋 な、変化 しない、究極のそのようであること/真 如 という、完成

された実在の レベルに達す る。 この場合に言及 されている"そ のようであ
はか な

ること"は 、僅 い もの、お よび現象的な ものの根底 をなす本質的な清浄で

ある」 〔101-102頁 〕 と。東アジア的な 「漸進的なモデル」によれば、"そ

のようであること"あ るいは"真 如"は 究極の存在、一切 の存在の純粋な

根拠であるという結論が得 られる。

「三十頒」におけるヴァスバ ン ドゥのモデルは、枢軸的なものであろうか、

あるいは漸進的な ものであろうか?彼 の 「三十頒」 において、われわれ

は、想像/識 別 されている本来の性 質/遍 計所執 〔詩句20〕 、他 に依存 し

ている本来の性質/依 他起 自性お よび完成 された本来の性 質/円 成実 自性

〔詩…句21〕 とい う漸進的な順序 を見 い出す。 しか し、 ヴァスバ ン ドゥは実

質的に 「枢軸のモデル」を採用 し、3つ の本来の性質をスケッチしている。

3つ の本来の性質の基本的なパ ター ンは、他 に依存 している自性 一想像 さ
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れている自性=完 成された 自性である。

詩句21に おいて、彼は 「他 に依存 している本来の性質は、縁/諸 条件か

ら生 じる」 と言い、それが"縁 起"〔pratitya-samutpada〕 であることを示

唆す る。縁起 とは、一切の事物が相互 に制約 し、相関関係 にある状態 であ

り、そこにおいては万物の流転 〔時間の流れ!〕 が肯定 され る。想像 され

てい る性 質は、誤 って見 られた、他に依存 している性質である。そ して、

完成された性質は、正 しく見 られた、他 に依存 している性質その ものであ

る。それゆえに、ヴ ァスバ ン ドゥは 「それ 〔完成 された性 質〕 は他に依存

している性質 と異なっているもので もなければ、異 なっていない もので も

ない」 〔詩句22〕 と言 う。詩句22は 次のように言 う 「これ 〔完成 され

た性質〕が見 られていない時には、それ 〔他 に依存 している性質〕は見 ら

れない」 と。 しか し、「他 に依存 している性質が見 られていない時には、完

成された性質は見 られない」 と言 うことも出来 る。他 に依存 している性質

とい う、現象的存在/流 転あるいは生成だけをヴァスバ ン ドゥは知覚する。

詩句23-25は 、すべての事物は本来の性質/自 性 を欠いているとい うパ

ースペ クティヴか ら3つ の本来の性質/三 自性 を扱 う。 このパースペ クテ

ィヴか ら、ヴァスバ ン ドゥは 「すべての事物に本来の性 質/自 性の欠けて

い ることが説かれた」 〔詩句23〕 と言 う。そ して、彼 は 「最初の もの 〔想

像/識 別 されている性 質/自 性〕は、まさに定義/特 徴 によって本来の性

質/自 性 を有 しない」 と言い、更 に、「他の もの 〔他に依存 している性 質/

自性〕は、これによってみずか ら存在することはない、 と言われる」 と述

べ、最後 に、「他の もの 〔完成された性質/自 性〕は、本来的な性質/自 性

を欠いている」 〔詩句24〕 と結論する。依存 している性質/自 性 は他 に依

存 して生起 している 〔pratitya-samutpanna〕 ゆえに、それは、本来の性

質/自 性 を欠いている。他 に依存する性 質は、生起に関 して自性 を有 しな

い。すなわち、それは空であると言われ る。そ して完成 された性質は他 に
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依存 している性 質/自 性 のエ ッセンスであって、それ 自身の性質/自 性 を

欠いている。

他 に依存 している性質/自 性が他の事物 に依存す るゆえに空であ り、完

成 された性質のエ ッセ ンスが他に依存 している性 質/自 性であるがゆえに

空であると考え、ヴ ァスバ ンドゥは、「それは、 もろもろの事物の最高の指

示対象である。そ して、それゆえに、それは、その ようである状態で もあ

る」 と述べ、更 に 「それは、いつ も、その ようであるが ゆえに、 まさに、

それは知覚のみ/唯 識である」〔詩句25〕 と言明する。 この詩句 に関 して、

「それ」は 「完成された性質」に対応す る。 しか し、「完成 された性質」 は、

「想像/識 別 されている性質」の除去 されている 「他 に依存 している性質」

である。人間は現象的な存在である。あるいは、 この世 において存在する

のは・「他に依存 している性 質」 である。それ と相関関係 にあ る現象性 の

"そのようである状態"を
、人は真にそのようである、と、あるいはあるが

ままに 〔真如〕見る。"真 如"に よって、それの現象 的存在が認識 される。

(4)唯 識か ら知識へ

すべての事物 の最高の指示対象 は、他 に依存 している性質の現象性であ

り・それが相関関係 としての縁起の"そ のようである状態"で ある。その

ことを真 にそのようであると見 る人一 彼 こそ、真に見る人である。人間

の現象的な存在 〔=制 約 されている生起/縁 起〕 こそ、一切 の事物の最高

の指示対象である。それゆえに、「それは、いつ も、その ようであるがゆえ

に。 まさに、それは唯識/知 覚のみである」 と、この ように、 ヴァスバ ン

ドゥは詩句25に おいて述べている。

完成 された性 質、す なわち、想像/識 別 されている性 質の除去 された、

他 に依存 してい る性質が唯識/知 覚のみ 〔vijnaptimatrata〕 であるとすれ
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ば、われわれは、どのようにして唯識/知 覚のみを経験する道を歩むべき

であろうか?ヴ ァスバ ンドゥは次のように答える 「唯識/知 覚のみ

の状態に人が留 まらない限り、その限り、2重 の把握の残留は消滅 しない」
ア　 トマ ン ダ ル マ

〔詩句26〕 と。自己および事物 という2重 の把握、すなわち、把握者/能

取お よび把握 されるべきもの/所 取のヴァーサナー/潜 在的なエネルギ
くん じゅう

一/董 習が アー ラヤ識における種子になれば、成熟 した種子か ら、常に、

よ り多 くの想像/識 別 〔vikalpa〕が生 まれるに違いない。 「唯識/知 覚の

みの状態 に人が留 まらない限 り、2重 の把握の残留/ヴ ァーサナーは消滅

しない」。 しか し、入が 「わた くしは唯識/知 覚のみの状態に留 まる」、 と

言 う時で さえ、彼 は、そ うならない。彼 は何かあるものを外的な事物 とし

て設定 しているゆえに、「彼 は"こ れだけ"〔 唯識/知 覚のみ〕に留 まらな

い」 〔詩句27〕 。「何かある ものを 〔自分の〕前 に置いているので」(stha-

payannagratahkimcit)と い う文句 を、玄突 は 「現前立少物」 〔もしも、

あなたがあなたの前に、ある小 さい物 を立てるな らば〕 と漢訳 している。

詩句28に おいて、ヴァスバ ン ドゥは次の ように言う 「〔しか し〕、識

が認識 の対象 〔alambana〕 を知覚 しない時 には、その時には、それ は、

唯識/知 覚のみの状態 に位置 している。把握 されるべ きものが存在 しない

時には、それの把握 は存在 しないが ゆえに」 と。識/知 覚 〔vijnapti〕は、

決 して外界ない し外界の事物 の"表 象"を 意味 しない。外界ない し外界の

事物 はヴァスバ ン ドゥによって否定されている。それゆえに、外的な指示

対象(artha)は 不必要であ る。"識"/"知 覚のみ"が 認識の対象 を知覚

しない行爲 それが、唯識/知 覚のみである。「把握 されるべ きものが存

在 しない時には、それの把握は存在 しないがゆえに」、指示対象 を把握す る

こと、すなわち、それの知覚/チ ッタは存在 しない1

詩句29に おいて、ヴ ァスバ ン ドゥは次の ように言 う 「それはチ ッタ

を有 しない、知覚 を有 しない。そ して、それは、出世 間的な知識である。
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これは拠 り所 〔アーラヤ識〕 における変革であ り、それは2重 の邪悪/精

神 的な堕落の除去 によって 〔起 こる〕」 と。"唯 識"/"知 覚"の み を論 じ

て来たヴ ァスバ ン ドゥは、今や、詩句29に おいて、突如 として、「それは

チ ッタを有 しない、知覚を有 しない。そ して、それは出世間的な知識であ

る」 と断言する。ウッド 〔1991年、58頁 〕は次のように言 う 「しか し、

世界 を超越 している知識は心 を欠 くと言 われるので、心のみの真 の性 質

(vijnaptimatrata)は 、すべての ものは心 を欠 くとい う結論 に トリンシカ

ー29は 導 く!」 と
。

「それはチ ッタを有 しない、知覚 を有 しない」 とい うヴァスバ ン ドゥの言

葉 をよ りよく理解するために、わた くしは彼が他の作品において述べてい

る文句 を引用 しよう。彼の最後の作品 「3つ の性質の教 え/三 性論 〔Tri-

svabhava-nirdesa〕 、詩句36に おいて、ヴァスバ ンドゥは次の ように書い

ている 「唯識/知 覚のみ 〔citta-matra〕 が存在するとい う知覚によっ

て、知 られるべ き事物の非知覚が生 じる。知 られ るべ き事柄の非知覚によ

って、識/知 覚の非知覚が生 じる」 と。更 に、『中辺分別論』 〔Madhya-

ntavibhaga〕 に対する註釈 〔1、7〕 において、彼は次の ように言 ってい

る 「唯識/知 覚のみの知覚に基づいて、事物 の非知覚が生 じる。事物

の非知覚 に基づいて、唯識/知 覚のみの非知覚 も生 じる」 と。一切が唯

識/知 覚であることに基づいて、事物は知覚 されないが、同時に、事物の

この非知覚に基づいて"唯 識/知 覚のみ"も 知覚 されない 〔anupalambha〕 。

唯識/知 覚のみは、その場合に、アチ ッタである。知 られるべ き事物が知

覚 されなければ、チ ッタそのもの も知覚 されない。つ ま り、その場合には

識/知 覚は欠けている。事物/指 示対象 〔artha〕が否定されるだけでなく、

唯 識/知 覚 のみ もまた否 定 され る。 そ れの対 象 を知覚 しよ う とす る

"識"/"知 覚"の みは止滅す る
。指示対象が否定されれば、唯識/知 覚の

みは、 もはや全 く作動 しないのである。
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唯識/知 覚のみ 〔vijnaptimatrata〕 は、最高の レベルの達成 において放

棄 される。Vijnaptiを 究極 の実在 と見なす ことは、少 な くとも、初期のヨ

ーガーチ ャー ラ学派 には通用 しない。「それはチ ッタを有 しない、知覚 を有

しない」とい う、この知識が 「出世間的な知識[jnana〕 である」〔詩句29〕。

そ してこの出世間的な知識に由来するのが、「拠 り所 〔アーラヤ識〕におけ

る変革、あるいは転換」である。拠 り所/ア ーラヤ識の転換 を可能にする

のは、 ヴァーサナー 〔vasana〕、成熟、お よび、2重 の把握/把 握者 と把握

されるべ きものの欠如 である。そ してアー ラヤ識の変革 は、情動の障害/

煩 悩障および知力の障害/所 知障 とい う、2重 の邪悪/精 神的な堕落の除

去 によって起 こる。ヴァスバ ン ドゥの場合には、アーラヤ識の変革におい

て、アーラヤ識は完全に消滅 して しまう。 アー ラヤ識 は、その変革/転 換

ゆえに、汚れのないアーラヤ識 として存続することは決 してない。

結 論

ヴァスバ ンドゥの結論は、『三十頒』29-30に 見い出 される。 『三十頒』

29に おいて、ヴァスバ ンドゥは最高の レベルの達成においてチ ッタ 〔citta〕

ない し唯識/知 覚のみの放棄 を宣言す る。唯識/知 覚のみに到達 した人に

とって、われわれ によって認識 される識が、われわれ 自身の認識行為であ

るのに、それを、われわれの識/知 覚 にとって外的であると、 われわれは

認識す る。アメリカの唯識学者、 ラス トハ ウス 〔2002年 、538頁 〕は、次

の ように述べている 「Vijn`apti-matraの 実現 は、それを、その行為 に

おいてチャッチ しなが ら、いわば、それに よって、それ を除去 しなが ら、

意識 〔識〕の作用 に内在す る、この トリックを暴露す る。その欺瞳が除去

されている時に、人の認識様式は、 もはやo伽 伽 α(意識/識)と 名づけられ
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ていない。それは直接知覚(ノnana)に なった」 と。別の唯識学者 も、次

の ように言 っている 「… ヴァスバ ン ドゥは"唯 識"を 、われわれ

の妄想、す なわち、それか らブッダが 目覚めた、この眠 りという種類の夢

として提示す る。それは、結局、vijnapti-matsで あると宣言され るサ ン

サーラ/輪 廻である」 〔ホール,B.C.,1986,18頁 〕 と。

出世 間的な知識が得 られた時には、「まさに、それは汚 されていない領域、

すなわち、考えられ得ない もの、メリットのあるもの、持続 しているもの、

この上な く幸せなものである」 〔詩句30〕。「汚 されていない領域」 を、わた

くしは、 目覚めている人/ブ ッダによって設定 されたニルヴ ァーナ 〔nir-

vana〕 として理解する。"唯 識"/"知 覚のみ"は 、人がニルヴァーナ/浬 樂

に到達するためにヨーガーチ ャー リンに とって必要であった。彼 らの目的

〔ニルヴァーナ〕が達成されてしまえば、識/知 覚の作用は止滅 して しまう

に違いない。「汚 されていない領域、すなわち、考 えられ得 ない もの、メリ

ッ トのあるもの、持続 している もの、 この上 な く幸せ なもの」 〔詩句30〕

は、ニルヴ ァーナの4つ の領域である。ニルヴァーナは、 どこにも存在 し

ない。浬桑 は、存在で もなければ、非存在で もない。それはブッダ自身に

よって作 られた概念、渇 きを滅 し尽 くす こととい う、ある心理的な状態、

あるいは新 しい生活様式 である。 このような汚 されていない領域 を、ヴァ

スバ ン ドゥは 「偉大な賢者/ブ ッダの法身 と呼ばれる、あの解脱身」 〔詩句

30〕 とい うふ うに名づけた。唯識/知 覚のみを通 じ、それによって唯識/

知覚のみを超 えて、 ヨーガーチ ャー リンは大乗仏教の解脱へ至 るボーディ

サ ッ トヴァ(Bodhisattva)の 道を歩む一 この ように、 ヴァスバン ドゥは

『唯識三十頒』において宣言 した。

唯識説は、しばしば、「ただ識だけが存在する」 というふうに要約 される。

唯識 あるいは心だけ/唯 心が存在 し、それだけが、現実に存在する。「識

あ るいは心 だけが 唯一の存 在であって、それ以外 のすべての ものは唯心
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によって作 られ、現実 には存在 しない。 自己お よび事 物あるいは外界は唯

心 によって作 られている、そ して外界は唯心の中から現われる」 この

ように考える人は唯識説 を形而上学的な観念論の1つ のタイプとして理解

す る。アサ ンガ 〔無著〕お よびヴァスバ ン ドゥによって代表 される唯識説

は、「唯識だけが存在す る」、「全世界は人間の心の申か ら現われる」 と説い

ているであろうか?ヴ ァスバ ン ドゥは 「唯識だけが実在す る」 とも説い

ていない し、「心の中から外界が現われる」 とも教 えていない。彼にとって

唯識はボーディサ ッ トヴァの道 という目標ヘ ヨーガーチ ャー リンを導 くた

めの1つ の仮説に過 ぎない。ラス トハ ウス 〔2002年 、533頁 〕流 に言えば、

ヨーガーチ ャー ラーは 「包括的な、治療法的な枠組み」 である。唯識=日

サ ンサ 　ラ

常生活 とい う、 この現象性 を、 ヴァスバ ン ドゥは大胆 に肯定 し、輪廻 を唯.

識であると宣言 したも同然である。ヴァスバ ン ドゥは、唯識の背後に、い

わゆる"真 如"あ るいは"究 極 の実在"を 想定 しなかった。彼に よれば、

確かに 「一切は唯識である」。 しか し、それは超現象的な何かあるもの、例

えば、変化 しない、常住の心ではない。

われわれは、"心"を 超現象的な精神的実在 と見なすべ きではない。いわ

ゆる"心"〔citta〕 は、唯識説においては、感 じた り、認識 した り、考 えた

り、あるいは欲 した りする、生 き物である人間の内面的、心理的状態お よ

びプロセスに対す る術語である。そのような、人間の内面的な状態お よび

プロセスを、ヴ ァスバ ン ドゥは識あるいはチ ッタと呼んだ。情動的、認知

的、あるいは意思的な経験 の要因 としてのチ ッタは廃棄 され るべ きだ

ヴァスバ ン ドゥは、 この ように考 えて、チ ッタの作用 を最終的に否定 した

に違いない。認識論的、心理的な作用 を終わ らせることによって、唯識 と

いうこの暫定的な設定 は、その目的を達成 し、今や、 これを限 りにヴァス

バ ン ドゥによって放棄 されたのである。
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